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スプリング８赤外ビームライン顕微分光ステーションの紹介

Introduction to the infrared microspectroscopy at BL43IR of SPring8
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2000 年 4 月から、高輝度光科学研究センター放射光施設 SPring8 の赤外ビームラインの共用が開始される。

BL43IR では赤外放射光の高輝度性を利用して 4 つの実験ステーション（顕微分光・表面科学・吸収反射分光・磁

気光学）が建設された。講演では赤外顕微鏡の概要について紹介するとともに、地球科学分野で計画されている高

温 DAC を使った高温高圧下での赤外分光について紹介する。

2000 年 4 月から、高輝度光科学研究センター放射光施設 SPring8 の赤外ビームラインの共用が開始される。

BL43IR では赤外放射光の高輝度性を利用して 4 つの実験ステーション（顕微分光・表面科学・吸収反射分光・磁

気光学）が建設された（詳しくは、木村他：SPring8 利用者情報誌 1999, vol4, No.6、木村他：2000 年日本放射

光学会要旨8-Z-06、難波他：2000 年日本物理学会春の分科会要旨22ｐM-1）。演者はビームライン建設グループの

一人として、顕微分光ステーションに設置される赤外顕微鏡の製作調整に関係してきたので、赤外顕微鏡の概要に

ついて紹介する。顕微分光ステーションは分間分解能 10 ミクロン領域での顕微赤外分光を目的とするステーショ

ンで、赤外顕微鏡（分光計器）は以下のような特長をもつ。

１，測定可能波長範囲は500cm-1 から 20000cm-1、（最終目標は遠赤外領域100cm-1 まで）

２，赤外および可視光による透過・反射測定、観察

３，カセグレン鏡（倍率8 倍、開口数0.5）間の作業空間100mm

４，ダイヤモンドアンビルセル（DAC）用に、ルビー蛍光その場測定が可能。励起用レーザおよび分光器が付属）

５，光路全体を窒素ガスでパージ可能

６，偏光顕微鏡として使用可能、可視光像はCCD カメラにより記録可能。

以上のうち100mm という広い作業空間を利用して以下の装置が取り付け可能である。

１，X-Y マッピングステージ（最大可動長 XY とも 100mm、最小駆動ステップ1 ミクロン）

２，フロー式クライオスタット（4.2-400K）

３、高温用DAC（レバー式　～1000K、～30GPa）

４，低温用DAC（ガス圧式　10～400K、～20GPa）

地球科学の分野では高温 DAC を用いた高温高圧下での鉱物の挙動の研究が行われているが、それらはＸ線回折

による研究が主であった。分光学的な研究はＸ線回折では得られない分子振動・格子振動の情報が得られるので有

効である。近年高温 DAC と分光学的手法を組みあわせた研究が報告されるようになったが（川本1999 合同学会要

旨）、高温下での圧力測定法などの技術的な問題も多く残されている。演者は主としてOH 吸収帯のスペクトル測定

から高圧下でのプロトンの挙動の研究を行ってきた。DAC を用いた高圧下での鉱物の赤外吸収スペクトルを測定す

ると、OH 吸収帯の吸収スペクトルの形態から、常圧下には凍結できない高圧下での鉱物中のプロトンの挙動を研

究することができる。この方法を地球科学に応用する場合、地球深部の状態の再現を意識すると、高温高圧下での

赤外吸収スペクトル測定が望まれる。しかし、ヒータを仕組んだ DAC は容積をとり通常の実験室レベルの赤外顕微

鏡下に組み込むには制約が大きい。そこで、BL43IR の顕微分光ステーションに製作された長作業空間（100mm）を

有する赤外顕微鏡を用いて、高輝度の放射赤外光の利点を生かして、高温高圧発生装置として外熱式 DAC を BL43IR

用に製作し、高温高圧下での赤外吸収スペクトルその場測定を目指す。


